
税金・融資のご相談は☎078－393－1817へ。 保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。（朝９時30分から)

発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

第 号

（１） (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

http://www.hhk.jp/1667
2011年10月5日

２０１１年(平成２３年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１６６７号

　

東
日
本
大
震
災

後
、
初
め
て
東
京

を
訪
れ
た
。
節
電

Ｐ
Ｒ
に
よ
る
、
少

し
明
る
さ
の
落
ち

た
街
や
、
止
ま
っ
た
ま
ま
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
覚
悟
し
て
い

た
の
だ
が
、
杞
憂
に
終
わ
っ

た
。
40
階
の
窓
か
ら
見
る
夜
景

は
、
台
風
後
の
澄
み
切
っ
た
空

気
の
せ
い
か
、
く
っ
き
り
と
美

し
か
っ
た
▼
上
京
の
目
的
は
、

バ
イ
エ
ル
ン
国
立
オ
ペ
ラ
を
観

る
こ
と
だ
っ
た
。
半
年
前
か
ら

２
演
目
の
切
符
を
手
に
入
れ

た
。
震
災
後
、
一
時
は
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
来
日
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

の
多
少
の
変
更
で
予
定
通
り
開

催
▼
こ
の
日
の
演
目
は
、
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ

ン
」。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
の
演
出
で
あ
る
。
白
鳥
の

騎
士
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
が

青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
白
鳥

を
抱
い
て
登
場
す
る
。
大
工
と

い
う
設
定
で
あ
る
。
エ
ル
ザ
姫

が
作
業
用
ズ
ボ
ン
を
着
て
、
レ

ン
ガ
の
積
み
上
げ
作
業
を
し
て

い
る
。
か
な
り
思
い
切
っ
た
演

出
だ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
唖

然
と
し
た
。
２
０
０
９
年
７
月

５
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
ペ
ラ

祭
で
ジ
ョ
ー
ン
ズ
演
出
の
こ
の

オ
ペ
ラ
の
初
演
後
、
観
客
の
激

し
い
怒
号
で
劇
場
が
揺
れ
た
と

い
う
。
む
べ
な
る
か
な
▼
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
も
指
揮
も
歌
手
も
申

し
分
な
く
、
舞
台
装
置
と
衣
装

を
見
る
と
、
目
を
閉
じ
て
聴
い

て
い
た
。
中
世
の
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
伝
説
の
情
景
を
想
像
し

な
が
ら
▼
し
か
し
、
帰
宅
途
上

の
新
幹
線
の
車
中
で
考
え
た
。

甘
美
で
陳
腐
な
ロ
ー
エ
ン
グ
リ

ン
な
ら
、
い
つ
で
も
観
る
こ
と

が
で
き
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
挑

戦
的
な
演
出
に
出
会
え
た
こ
と

は
、
幸
運
だ
っ
た
と
。
も
う
ひ

と
つ
の
演
目
、「
ナ
ク
ソ
ス
島

の
ア
リ
ア
ド
ネ
」
の
演
出
も
楽

し
み
に
な
っ
て
き
た 

（
硝
子
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

４面小田泰史先生インタビュー「なでしこの歯支える」

６面第20回日常診療経験交流会プログラム

　

大
型
宣
伝
の
第
１
弾
は
、

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医

療
」。
患
者
負
担
に
か
か
わ
る

質
問
６
項
目
で
、
ヒ
ン
ト
を
読

め
ば
回
答
が
わ
か
り
、「
国
際

的
に
は
窓
口
負
担
は
原
則
無
料

が
当
た
り
前
」
な
ど
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。

回
答
用
紙
に
記
入
し
て
申
し
込

め
ば
、
地
元
産
グ
ル
メ
商
品
ま

た
は
健
康
グ
ッ
ズ
が
抽
選
で
当

た
る
。
当
選
本
数
は
１
３
０
本

で
、
前
回
１
０
３
本
よ
り
も
増

や
し
て
い
る
。

　

第
２
弾
は
、
ラ
ジ
オ
関
西
へ

の
出
演
。
協
会
の
専
門
部
・
支

部
の
役
員
が
出
演
し
、
医
療
の

問
題
を
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と

と
も
に
語
る
。
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
を
院
内
に
掲
示
い
た
だ
き

た
い
。

　

第
３
弾
は
、
窓
口
３
割
負
担

に
、
さ
ら
に
定
額
負
担
上
乗
せ

な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
医
療

改
悪
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

患
者
負
担
の
大
幅
軽
減
な
ど
を

求
め
る
請
願
署
名
。「
ク
イ
ズ
」

と
と
も
に
、
活
用
い
た
だ
き
た

い
。
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
署
名
も
同
封
し
て
い

る
。

　

そ
の
他
、
政
策
部
作
成
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
宣
伝
グ
ッ

ズ
を
多
数
同
封
し
お
届
け
す

る
。
一
つ
ひ
と
つ
こ
だ
わ
っ
て

作
成
し
た
も
の
ば
か
り
な
の

で
、
ぜ
ひ
広
げ
て
い
た
だ
き
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

ド
ク
タ
ー
ズ
デ
モ
に

ご
参
加
・
ご
賛
同
を

　

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
の

植
山
直
人
氏
や
、
色
平
哲
郎
氏

（
国
民
医
療
研
究
所
）、
黒
川
衛

氏
（
医
療
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
21

世
話
人
）、
香
山
リ
カ
氏
（
立

教
大
学
教
授
・
精
神
科
医
）、

本
田
宏
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療

制
度
研
究
会
副
理
事
長
）
ら
20

氏
の
呼
び
か
け
で
、
ド
ク
タ
ー

　住民本位の震災復興とともに、国民の命をまもり、誰もが安心して暮らし、

働ける国作りを求める全国集会。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで
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いのちまもる10.20国民集会いのちまもる10.20国民集会

秋の共済制度普及
好評受付中！

「グループ保険」「所得補償保険」
「保険医年金」「医師賠償責任保険」

（
右
上
）
好
評
の
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
」（
左
上
）
ラ
ジ
オ

関
西
「
医
療
知
ろ
う
！
」
出
演
（
下
）
窓
口
負
担
増
反
対
の
新
署
名
も

　

協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
、
医
療
へ
の
関
心
を
高
め
国
民

皆
保
険
充
実
の
世
論
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
大
型
宣
伝
企
画
が

10
月
か
ら
始
ま
る
。
国
際
的
に
も
異
常
に
高
い
窓
口
負
担
を
は

じ
め
、
医
療
の
諸
問
題
を
患
者
・
家
族
と
一
緒
に
考
え
て
も
ら

う
内
容
。
医
療
充
実
へ
の
世
論
拡
大
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
。
宣
伝
グ
ッ
ズ
は
10
月
中
旬
に
送
付
予
定
。

医
療
改
善
の
世
論
づ
く
り
へ

ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｄ
）
が
11
月
20
日
、
東
京

・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

「
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

命
と
健
康
を
守
ろ
う
」「
日
本

の
医
療
を
守
ろ
う
」「
国
民
皆

保
険
を
守
ろ
う
」
な
ど
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
、
ド
ク
タ

ー
自
身
が
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

の
運
動
。

　

す
で
に
プ
レ
企
画
と
し
て
９

月
23
日
に
開
か
れ
た
仙
台
市
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
復
興

と
医
療
再
生
」
に
は
、
兵
庫
協

会
か
ら
川
西
敏
雄
副
理
事
長
ら

が
参
加
し
た
（
２
面
参
照
）。

　

10
月
16
日
に
は
、
プ
レ
企
画

の
一
環
と
し
て
大
阪
城
公
園
で

ド
ク
タ
ー
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な

　

10
月
30
日
は
兵
庫
県
保
険
医

協
会
の
秋
祭
り
、
第
20
回
の
記

念
す
べ
き
日
常
診
療
経
験
交
流

会
で
す
。

　

今
年
は
１
９
６
１
年
の
国
民

皆
保
険
制
度
発
足
か
ら
50
年
の

節
目
の
年
で
す
が
、
実
は
戦
前

に
「
健
兵
健
民
」
を
目
的
に
し

た
「
皆
保
険
」
が
あ
っ
た
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

戦
後
、
憲
法
13
条
の
幸
福
追

求
権
と
25
条
の
生
存
権
、
生
活

権
の
具
体
化
と
し
て
、
国
の
義

務
と
し
て
の
社
会
保
障
の
一
部

と
し
て
国
民
皆
保
険
が
実
現
し

ま
し
た
が
、
医
療
提
供
体
制
、

医
療
費
負
担
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
、
日
常
診
療
の

原
点
で
あ
る
国
民
皆
保
険
制
度

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考
え

る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
東
日
本

大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
被

災
地
は
も
と
も
と
医
療
過
疎
地

域
で
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
と
異
な
り
、
津
波
や
原
発
事

故
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
新
し
い
医
療

支
援
体
制
が
初
動
し
ま
し
た
。

　

エ
リ
ア
や
ラ
イ
ン
を
指
定
し

て
の
石
巻
方
式
は
、
今
後
の
受

け
入
れ
の
標
準
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
仮
設
住
宅
で
の
医
療

に
は
兵
庫
の
経
験
は
い
か
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
東
日
本
大

震
災―

被
災
地
の
医
療
を
考
え

る
」
特
別
分
科
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
10
月
29
日
に
は
、
被
災

地
の
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
が

あ
り
ま
す
。
地
域
医
療
の
主
役

と
し
て
の
医
療
者
は
何
が
で
き

る
か
、
何
を
す
べ
き
か
、
み
ん

な
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

恒
例
の
医
科
・
歯
科
・
薬
科

交
流
企
画
は
「
日
常
診
療
に
お

け
る
睡
眠
（
呼
吸
）
障
害
へ
の

対
応
〜
眠
れ
な
い
・
眠
り
た
い

・
眠
り
す
ぎ
」
で
す
。

　

あ
な
た
と
私
の
展
示
会
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新

聞
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
展
や

救
急
フ
ェ
ス
タ
、
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
、
各
支
部
持
ち
寄
り
の
特
産

品
の
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

　

先
生
方
と
ご
家
族
、
従
業

員
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

理事長　　池内　春樹

第20回日常診療経験交流会へ第20回日常診療経験交流会へ
職員、ご家族一緒にご参加を職員、ご家族一緒にご参加を

が
ら
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

予
定
。

　

同
実
行
委
員
会
は
、
賛
同
者

を
募
集
し
て
お
り
、
兵
庫
協
会

と
し
て
も
積
極
的
に
応
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
賛
同
は
１
口

千
円
で
、
賛
同
者
に
は
缶
バ
ッ

チ
２
個
が
届
け
ら
れ
る
。
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
方
は
、
本
紙
同

封
の
振
込
用
紙
に
て
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
た
い
。

ドクターズ・デモンストレー
ション賛同者には缶バッチ２
個をプレゼント　　　　　　

医療運動・ＤＤ賛同募金にご協力を
　「秋の医療運動募金」と「ドクターズ・デモンストレーション賛同募金」の
振込用紙を本紙に同封しております。ぜひご協力ください。

日　時　10月20日（木）12時30分～（終了後、パレード）
会　場　東京・日比谷野外音楽堂
※午前中に国会要請行動を予定。交通費等は協会負担

東日本大震災　被災者の命と健康を守ろう！

震災復興・医療再生　震災復興・医療再生　ドクターズウォークドクターズウォーク

日　時　11月20日（日）集会13時30分～／ウォーク15時～
会　場　東京・日比谷野外音楽堂

ゲ
ス
ト 　
　

ク
ミ
コ
さ
ん

５面「集団的個別指導」選定の点数・件数開示

広告５面

震災復興と医療再生に必要な診療報酬改定を求めてアピール

日　時　10月16日（日）９時30分～12時頃　　場　所　大阪城公園噴水前集合
コース　①５㎞ランニングコース、②３㎞ウォーキングコース
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伊
波
氏
は
、
米
国
内
で
は
、

環
境
保
護
法
制
な
ど
に
よ
っ
て

住
居
の
周
辺
に
基
地
を
建
設
で

き
な
い
た
め
、
戦
闘
機
の
離
着

陸
な
ど
の
騒
音
問
題
は
起
き
な

い
と
説
明
。
日
本
人
が
い
か
に

無
権
利
状
態
に
置
か
れ
て
い
る

か
を
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
米
軍
の
基
地
運
用
に

対
し
て
日
本
政
府
は
ま
っ
た
く

も
の
が
言
え
ず
、
安
全
保
障
問

題
で
は
日
本
は
米
国
の
傀
儡
政

　

「
市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し

を
守
る―

要
求
実
現
を
め
ざ
す

市
民
集
会
」
が
、
９
月
25
日
に

新
長
田
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
２
２

０
人
が
参
加
し

た
。
協
会
か

ら
、
口
分
田
勝

理
事
ら
４
人
が

出
席
し
た
。

　

集
会
で
は
、

神
戸
市
に
向
け

た
要
求
実
現
を

め
ざ
す
恒
常
的

な
共
同
組
織
で

あ
る
「
神
戸
・

市
民
要
求
を
実

現
す
る
会
」
を

結
成
し
、
①
要

権
だ
と
批
判
し
た
。

　

伊
波
氏
は
、
普
天
間
基
地
の

辺
野
古
移
設
問
題
に
つ
い
て
、

現
地
住
民
ら
の
長
期
に
わ
た
る

抗
議
行
動
や
基
地
建
設
に
よ
る

環
境
へ
の
影
響
の
甚
大
さ
な
ど

か
ら
、
実
現
は
困
難
だ
と
み
な

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
検
証
を

　

柳
澤
氏
は
、「
一
貫
し
て
日

米
同
盟
の
強
化
に
携
わ
っ
て
き

た
」
と
自
己
紹
介
し
た
上
で
、

「
ム
ダ
な
戦
争
を
二
度
と
し
て

は
い
け
な
い
」「
日
米
同
盟
が

国
民
の
安
全
の
た
め
に
な
っ
た

の
か
。
イ
ラ
ク
戦
争
も
全
く
検

証
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、

沖
縄
に
駐
留
す
る
米
海
兵
隊
の

伊波前宜野湾市長と柳澤
元官房副長官補が語った

　

社
会
保
障
を
よ
く
す
る
宝
塚

の
会
（
宝
塚
社
保
協
）
は
、
９

月
13
日
、
宝
塚
市
立
西
公
民
館

で
第
７
回
定
期
総
会
を
開
催
。

市
民
ら
50
人
が
参
加
し
た
。
中

井
通
治
、
脇
野
耕
一
両
協
会
理

事
が
副
会
長
に
再
選
さ
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
脇
野
先

生
は
「
中
川
智
子
市
政
に
転
換

し
て
か
ら
の
社
保
協
運
動
は
非

社保協運動の重要性を訴える脇野理事

題
に
も
ふ
れ
て
」
と
題
し
、
講

演
。
６
月
15
日
に
成
立
し
た

「
改
正
」
介
護
保
険
法
に
つ
い

て
「
要
支
援
１
、
２
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
、
市
町
村
の
独
断
で
安
上
が

り
な
も
の
に
置
き
換
え
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
『
予
防
給
付
と

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化

（
総
合
事
業
）』
が
最
も
問
題
」

と
指
摘
。「
財
源
も
体
制
も
整

わ
な
い
ま
ま
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
自
治
体
の
裁
量
で
不
十
分
な

も
の
に
さ
れ
か
ね
な
い
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

ま
た
講
師
は
、
宝
塚
市
の
介

護
保
険
財
政
に
ふ
れ
、「
介
護

保
険
給
付
費
準
備
基
金
は
09
年

度
末
で
７
億
６
千
２
０
０
万
円

も
プ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
の
制
度

化
は
十
分
に
可
能
。
総
合
事
業

導
入
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
、

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
で
交

渉
を
強
め
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

協
会
は
９
月
23
日
に
県
農
業
会
館
で
、
市
民
公
開
講
座
「
ど
う
す
る
？
米
軍
基
地
問
題
〜
日

米
安
保
の
是
非
を
超
え
て
」
を
開
催
。
医
師
や
歯
科
医
師
、
市
民
な
ど
１
８
５
人
が
参
加
し

た
。
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
と
の
共
催
。
伊
波
洋
一
・
前
宜
野
湾
市
長
と
柳
澤
協
二
・
元
官

房
副
長
官
補
（
安
全
保
障
・
危
機
管
理
担
当
）
を
招
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
石
川
康
宏
・

神
戸
女
学
院
大
学
教
授
が
務
め
た
。

幅
広
い
共
同
で

要
求
を
実
現
し
よ
う

求
実
現
の
運
動
を
共
同
で
推

進
、
②
各
団
体
の
運
動
交
流
、

③
神
戸
市
政
の
調
査
・
研
究
な

ど
を
定
め
た
「
申
し
合
わ
せ
事

項
」
を
了
承
し
た
。

　

ま
た
、
神
戸
市
の
予
算
編
成

に
向
け
て
１
３
０
項
目
の
「
命

と
く
ら
し
を
守
り
、
雇
用
と
営

業
の
改
善
を
求
め
る
要
望
書
」

を
確
認
し
た
。

　

同
会
は
、
中
小
業
者
や
医
療

団
体
な
ど
18
団
体
で
構
成
さ

れ
、
協
会
神
戸
支
部
も
事
務
局

団
体
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
る
。

　

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

と
自
治
体
」
と
題
し
て
、
二
宮

厚
美
神
戸
大
学
教
授
が
記
念
講

演
し
、
社
会
保
障
を
オ
ト
リ
に

使
っ
て
消
費
税
を
増
税
す
る

「
一
体
改
革
」
の
ね
ら
い
や
、

自
治
体
財
政
が
い
っ
そ
う
疲
弊

し
、
福
祉
が
後
退
す
る
危
険
性

を
明
ら
か
に
し
た
。

「
抑
止
力
」
問
題
な
ど
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　

普
天
間
基
地
の
移
設
問
題
に

つ
い
て
、
ど
こ
に
移
設
す
る
か

の
議
論
の
前
に
「
な
ぜ
、
こ
こ

に
米
軍
基
地
が
い
る
の
か
」
の

議
論
が
必
要
だ
と
指
摘
。「
米

国
が
海
兵
隊
を
使
用
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
全
面
戦
争
に
な
る

と
い
う
こ
と
。
現
代
は
経
済
的

に
も
政
治
的
に
も
、
国
同
士
が

依
存
し
あ
っ
て
い
る
。
米
ソ
冷

戦
時
代
と
は
違
う
」「
中
国
に

対
し
て
米
国
は
海
兵
隊
を
使
用

で
き
な
い
の
で
、
抑
止
力
に
は

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

柳
澤
氏
は
、
中
東
で
起
こ
っ

た
一
連
の
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革

命
」
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ク
戦
争

の
よ
う
に
米
国
が
武
力
を
用
い

な
く
て
も
、
当
該
国
内
で
正
当

な
方
法
で
政
府
を
打
倒
で
き
る

可
能
性
が
現
代
に
は
あ
る
と
述

べ
た
。

神戸市への要望事項を確認した

シンポジウムで発言する川西副理事長（右）

　

協
会
は
９
月
23
日
か
ら
25
日

に
か
け
て
、
東
日
本
大
震
災
救

援
対
策
と
し
て
、
歯
科
医
療
支

援
を
実
施
。
川
西
敏
雄
副
理
事

長
、
小
寺
修
評
議
員
、
津
田
賢

治
評
議
員
が
、
宮
城
県
を
訪
問

し
た
。

　

23
日
は
、
仙
台
市
内
で
開
か

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
復

興
と
医
療
再
生
」（
主
催
・
ド

ク
タ
ー
ズ
・
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１

１
実
行
委
員

会
）
に
参
加
。

北
村
龍
男
宮
城

県
保
険
医
協
会

理
事
長
、
桜
井

芳
明
宮
城
県
医

師
会
副
会
長
、

細
谷
仁
憲
宮
城

県
歯
科
医
師
会

会
長
ら
医
療
関

係
者
の
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
が
被
災

医
療
機
関
再
建

の
支
援
を
強
く
求
め
た
。

　

川
西
副
理
事
長
が
フ
ロ
ア
発

言
し
、「
国
は
す
べ
て
の
民
間

医
療
機
関
の
再
建
に
責
任
を
持

ち
、
十
分
な
国
庫
補
助
を
行
う

べ
き
だ
。
兵
庫
協
会
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
厚
生
労
働
省
に
繰
り
返
し
要

請
し
、
特
に
８
月
の
厚
労
省
局

長
と
の
懇
談
で
も
医
療
施
設
補

助
金
の
支
給
不
備
を
強
く
指
摘

し
た
。
被
災
地
・
被
災
者
か

ら
、
ぜ
ひ
声
を
あ
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

24
・
25
日
は
、
東
松
島
市
、

石
巻
市
、
女
川
町
内
の
仮
設
住

宅
、
避
難
所
を
訪
問
。
被
災
者

一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
、
健

康
状
態
を
聞
き
、
要
望
に
応
じ

て
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
の

「
被
災
者
に
歯
ブ
ラ
シ
を
届
け

よ
う
」
募
金
か
ら
、
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
の
口
腔
内
ケ
ア
用
品
を
被

災
者
に
届
け
る
と
と
も
に
、
宮

城
災
対
連
東
日
本
大
震
災
共
同

支
援
セ
ン
タ
ー
に
募
金
を
託
し

た
。

　

被
災
者
か
ら
は
「
経
済
的
に

不
安
」「
避
難
所
に
入
っ
て
高

血
圧
に
な
っ
た
」
な
ど
の
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

石
巻
市
内
で
は
45
カ
所
の
避

難
所
に
１
２
３
４
人
（
９
月
21

日
現
在
）
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
市
は
10
月
10
日
で
閉
鎖
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
避
難

者
か
ら
は
「
避
難
所
を
早
く
出

た
い
が
仮
設
住
宅
は
抽
選
に
当

た
ら
ず
、
入
居
で
き
な
い
」
と

の
差
し
迫
っ
た
声
が
出
さ
れ
て

い
た
。

　

被
災
者
の
生
活
再
建
の
た
め

に
、
国
が
遅
ま
き
な
が
ら
本
気

に
な
っ
て
公
的
支
援
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

常
に
重
要
。
今
年

度
も
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
署

名
な
ど
継
続
し
た

取
り
組
み
で
力
を

あ
わ
せ
よ
う
」
と

訴
え
た
。

　

記
念
講
演
で

は
、
大
阪
社
会
保

障
推
進
協
議
会
の

日
下
部
雅
喜
氏
が

「
宝
塚
市
の
介
護

保
険　

現
状
と
課

題　

〜『
改
定
』

介
護
保
険
法
の
問

「
神
戸
・
市
民
要
求
を
実
現
す
る
会
」結
成

介
護
保
険
改
善
、今
か
ら
正
念
場

宝
塚
社
保
協
総
会

〝
医
療
機
関
再
建
に
充
分
な
国
庫
補
助
を
〞

ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
に
参
加

辺
野
古
へ
の

基
地
移
設
は
困
難

東日本大震災
被災地支援

自分にぴったりの材料を活かす！
～交通整理をして、臨床に活かそう～

日　時　11月13日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　 愛知学院大学歯学部保存修復

学講座准教授、附属病院審美
歯科外来科長

 冨士谷盛興先生
定　員　120人（事前申込順）

歯科定例研究会

お申し込み・お問い合わせは、　　
　　☎078－393－1809　岡林まで

文化部斡旋企画　前進座創立80周年

初春特別公演

日　時　2012年１月３日（火）
　　　　　　　　～22日（日）
　　　　　昼の部　11時～
　　　　　夜の部　16時15分～
出　演　 中村梅之助、嵐圭史ほか
会　場　京都四條　南座
特別観劇料　１等席8,000円（通常前売り12,500円）

お申し込みは文化部　☎078－393－1817　吉永まで

「明治おばけ暦」
「芝浜の革財布」

市民公開講座　185人が参加
「どうする米軍基地問題」 日

米
同
盟
は
万
能
で
は
な
い

日
米
同
盟
は
万
能
で
は
な
い
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神戸支部　医療安全管理研究会神戸支部　医療安全管理研究会姫
路
・
西
播
支
部　

審
査
対
策
研
究
会

姫
路
・
西
播
支
部　

審
査
対
策
研
究
会

但馬支部　会員懇談会但馬支部　会員懇談会

従業員のやる気を
引き出す秘訣

感
想
文

　

但
馬
支
部
は
９
月
10
日
、
養

父
市
内
で
会
員
懇
談
会
を
開
催

し
、「
や
る
気
を
引
き
出
す
雇

用
管
理
〜
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
保

険
労
務
士
の
桂
好
志
郎
氏
が
講

演
し
、
８
人
が
参
加
し
た
。
参

加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

「
や
る
気
を
引
き
出
す
雇
用

管
理
」
と
題
し
た
講
演
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
リ
ビ
エ
ー

ル
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
は
事
業
主
と
し
て

は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
私
も
開
業
し
て
５
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
日
々
葛
藤
を
繰

り
返
し
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

労
働
契
約
の

成
立
は
い
つ

か
、
毎
年
昇
給

さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、

退
職
金
の
相
場

は
ど
れ
く
ら
い

か
、
あ
る
い
は

昼
休
み
時
間
の

取
り
扱
い
方

や
、
産
前
産
後

の
対
応
の
仕
方

な
ど
、
雇
用
に

関
す
る
様
々
な
具
体
的
な
事
例

に
関
し
て
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
医
師
は
、
医
学
に

関
し
て
は
、
大
学
・
研
修
時
代

に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
野
の

勉
強
を
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
雇

用
管
理
に
関
し
て
は
、
開
業
し

て
初
め
て
勉
強
す
る
と
い
う
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

医
療
機
関
は
営
利
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
特

殊
な
環
境
の
な
か
、
従
業
員
の

や
る
気
を
引
き
出
す
秘
訣
は
、

１
に
働
き
が
い
、
２
に
人
間
関

係
、
３
に
労
働
条
件
で
あ
る
と

い
う
非
常
に
大
切
な
こ
と
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
業
し
て
10
年
、
20
年
、
30

年
と
い
わ
れ
る
先
輩
方
も
参
加

さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
熱
心

に
質
疑
応
答
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

但
馬
地
方
で
は
、
研
究
会
や

懇
談
会
を
す
る
と
い
う
と
、
ど

う
し
て
も
限
ら
れ
た
場
所
し
か

な
く
、
肩
苦
し
い
雰
囲
気
に
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
す

が
、
今
回
は
フ
ラ
ン
ス
レ
ス
ト

ラ
ン
の
個
室
で
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

ざっくばらんに悩みを交流

懇
談
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
誘
い
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
豊
岡
市　

野
田　

昌
男
】

相談窓口の
　実状見えた

感
想
文

　

神
戸
支
部
は
９
月
10
日
、
協

会
会
議
室
で
医
療
安
全
管
理
研

究
会
を
開
催
し
、
28
人
が
参
加

し
た
。「
神
戸
市
医
療
安
全
相

談
窓
口
に
お
け
る
苦
情
・
相
談

状
況
」
に
つ
い
て
、
神
戸
市
保

健
所
予
防
衛
生
課
医
務
薬
務
係

長
の
都
倉
亮
道
氏
が
講
演
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介

す
る
。

神戸市の苦情相談状況が紹介された

り
ま
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

医
療
機
関
の
対
応
が
気
に
入
ら

な
い
患
者
の
文
句
の
「
聞
き

役
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
も
大
切
な

こ
と
で
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
と
、
か
な
り
の

患
者
が
行
政
に
文
句
を
言
う
こ

と
で
「
気
が
晴
れ
て
」
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
文
句
を
言

う
だ
け
で
は
飽
き
た
ら
ず
、
医

療
機
関
に
対
し
、
行
政
処
分
を

さ
せ
よ
う
と
す
る
ク
レ
ー
マ
ー

行
政
が
手
を
抜
い
て
い
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
行
政
と
し
て

で
き
る
の
は
こ
の
程
度
が
限
界

だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
、
医
療
機
関
と
し

て
は
行
政
に
頼
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
し
、
ま
た
他
の
機
関
に

頼
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
最

後
は
医
療
機
関
自
体
が
苦
情
や

言
い
が
か
り
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
し
た
対
応
を
し
て
い
く
し

か
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

 

【
灘
区　

開
業
医
】

も
か
な
り
い
る
よ
う

で
、
行
政
も
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

行
政
は
あ
く
ま
で

も
「
第
三
者
と
し
て

の
立
場
」
で
「
患

者
」
と
「
医
療
機

関
」
の
間
を
取
り
次

ぐ
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
十
分
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
行
政
も
ク

レ
ー
マ
ー
か
ら
の
保

身
が
大
変
で
、
と
て

も
「
患
者
」
と
「
医

療
機
関
」
と
を
取
り

次
ぐ
こ
と
は
無
理
と

思
わ
れ
ま
す
。
別
に

講演する下地先生

　

下
地
勲
先
生
の
講
演
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生

の
卓
越
し
た
臨
床
と
理
念
に

改
め
て
深
く
感
銘
を
受
け

た
。

　

最
近
、
あ
ま
り
に
も
簡
単

に
歯
を
抜
か
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
ブ
ー
ム
と
も
言

え
る
よ
う
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
め
ざ
ま
し
い
普
及
が
安
易

な
抜
歯
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
を
先
生
は
心
配
さ
れ
て

い
る
。

　

先
生
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

有
用
性
も
十
分
認
め
て
お
ら

れ
、
実
際
、
保
存
の
危
う
い

歯
や
歯
列
を
守
る
た
め
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
使
用
さ
れ
、

長
期
の
術
後
経
過
で
素
晴
ら

し
い
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ

る
。

　

し
か
し
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

が
基
本
的
に
生
体
に
と
っ
て

異
物
な
の
に
対
し
て
、
移
植

歯
は
生
体
の
一
部
で
あ
る
。

移
植
歯
に
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
に
は
あ
り
え
な
い
生
物
学

的
特
性
を
持
っ
た
歯
根
膜
が

存
在
す
る
。

　

歯
根
膜
の
存
在
は
、
そ
の

再
生
機
能
に
よ
り
歯
周
組
織

全
体
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
歯
根

膜
の
感
覚
機
能
に
よ
り
、
強

す
ぎ
る
咬
合
力
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
。

　

歯
根
膜
が
持
つ
生
物
学
的

機
能
を
活
用
し
、
天
然
歯
を

と
こ
と
ん
保
存
す
る
。
そ
の

理
由
を
、
下
地
先
生
は
基
礎

理
論
と
と
も
に
、
多
く
の
長

期
経
過
症
例
で
あ
ざ
や
か
に

示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

「
歯
を
抜
く
か
ど
う
か
の

診
断
で
は
な
く
、
歯
根
膜
を

残
せ
る
か
ど
う
か
の
診
断
を

し
て
く
だ
さ
い
」「
歯
根
未

完
成
歯
の
移
植
は
、
子
ど
も

の
歯
を
守
る
歯
科
医
師
の
義

務
で
す
」

　

下
地
先
生
の
患
者
様
へ
対

す
る
温
か
い
姿
勢
、
長
年
に

わ
た
り
追
求
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
天
然
歯
へ
の
こ
だ
わ
り
が

伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
講
演
会

で
あ
っ
た
。

【
西
宮
市
・
歯
科

 

末
武　

伸
敏
】

　

歯
科
部
会
は
９
月
11
日
、
協
会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研

究
会
「『
自
家
歯
牙
移
植
と
そ
の
周
辺
』―

歯
根
膜
の
活

用
で
臨
床
を
か
え
る―

」
を
開
催
。
東
京
都
国
立
市
・
し

も
じ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
下
地
勲
先
生
を
講
師
に
、

63
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

歯
根
膜
の
機
能
活
用
し

天
然
歯
を
保
存

感 想 文
歯
科
定
例
研
究
会

支
払
基
金
の

現
状
明
ら
か
に

感 想 文
　

姫
路
・
西
播
支
部
は
９
月
15
日
、
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
審
査
対
策
研
究
会
を
開
催
し
、
62
人
が
参
加
し
た
。「
レ
セ

プ
ト
電
子
送
信
時
代
の
審
査
対
策―

支
払
基
金
に
お
け
る
審
査

の
現
状
と
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
労
働
組
合
前
中
央
執
行
委
員
長
の
南
鉄
雄
氏
が
講
演

し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

と
て
も
気
に
な
る
テ
ー
マ
の

上
、
現
役
の
支
払
基
金
兵
庫
支

部
係
長
が
ご
講
演
と
知
り
、
興

味
津
々
で
参
加
し
た
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
社
保

支
払
基
金
と
国
保
連
合
会
は
密

接
な
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
遠

い
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

南
先
生
の
歯
切
れ
良
い
分
か
り

や
す
い
講
演
を
お
聞
き
し
て
、

今
ま
で
の
吹
っ
切
れ
な
い
気
持

ち
が
一
新
さ
れ
た
。

　

民
主
党
政
権
下
の
事
業
仕
分

け
対
象
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
、

レ
セ
プ
ト
電
算
化
の
話
題
も
注

視
し
な
が
ら
、
基
金
を
取
り
巻

く
状
況
を
聴
講
し
た
。

　

ご
講
演
の
中
で
一
番
感
銘
を

受
け
た
こ
と
は
、「
支
払
基
金

職
員
と
し
て
良
心
に
従
い
、
強

い
誇
り
が
あ
る
。
職
員
も
患
者

さ
ん
へ
、
よ
り
良
い
医
療
提
供

を
担
い
た
い
」
と
い
う
決
意
と

も
受
け
取
れ
る

力
強
い
真
摯
な

言
葉
だ
。

　

審
査
指
導
が

医
療
費
抑
制
政

策
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
信

感
が
、
医
師
・

歯
科
医
師
に
は

根
強
い
。
け
れ

ど
も
、
厚
生
労

働
省
や
厚
生
局

と
支
払
基
金

は
、
完
全
な
る

別
組
織
だ
と
理

解
し
た
。

　

支
払
基
金
の
顧
客
は
、
患
者

で
あ
る
「
国
民
・
県
民
・
市

民
」
と
「
国
民
皆
保
険
を
守
る

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
」、
そ
し
て
「
保
険
者
」
で

あ
る
と
い
う
お
話
も
う
な
ず
け

る
内
容
だ
っ
た
。

　

支
払
基
金
職
員
と
し
て
の
説

明
責
任
、
情
報
開
示
、
的
確
な

事
務
処
理
、
保
険
医
に
負
け
な

い
医
療
研
究
、
全
て
患
者
本
位

に
つ
な
が
る
、
素
晴
ら
し
い
お

話
で
、
何
度
で
も
お
聞
き
し
た

い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
。
患
者
さ

ん
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
苦

労
が
絶
え
な
い
中
、
ご
講
演
に

感
謝
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
南
先
生
の

よ
う
な
正
義
感
に
満
ち
た
職
員

や
人
間
ば
か
り
で
は
な
い
。
今

後
は
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
人

材
育
成
も
大
切
だ
と
痛
切
に
感

じ
た
。

【
赤
穂
郡
・
歯
科

 

白
岩　

一
心
】

支払基金の審査の問題点が語られた

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　10月20日（木）18時30分～
会　場　関西労災病院管理棟４階
テーマ　 働く人の腰痛予防～看護介

護職のための腰痛にならな
い身体創りと作業のコツ

講　師　 関西労災病院・勤労者予防
医療センター　理学療法士
高野賢一郎氏

■尼崎支部■医療と福祉を考える会

日　時　10月22日（土）15時～
会　場　西宮市神社会館福・寿の間
記念講演　脳を知って 脳を活かす
講　師　 東京大学大学院薬学系研究科講師

（准教授）　池谷裕二先生
※ 終了後、懇親会（会費3000円程度
予定）

■西宮・芦屋支部■設立30周年記念のつどい

日　時　10月22日（土）15時～
会　場　伊丹市立商工プラザ４Ｆ
記念講演　 原発“安全神話”の崩壊と代

替エネルギー～福島第一原
子力発電所事故から考える

講　師　 元京都大学原子炉実験所教
員　岩本智之氏

※終了後、懇親会（参加無料）

■北阪神支部■第26回支部総会

日　時　 10月29日（土）14時30分～
会　場　明石市市民ホール
記念企画　 映画「祝の島」上映会、講

演会「原発を知る・被曝を
知る」

講　師　 京都協会理事　飯田　哲夫先生
※終了後、懇親会（参加無料）

■明石支部■第28回支部総会

　

今
回
の
研
究
会
に
参
加
し

て
、
行
政
の
実
情
が
よ
く
分
か
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“なでしこ”を世界一に“なでしこ”を世界一に
導いた歯医者さんのお話導いた歯医者さんのお話

① INAC神戸のユニフォームの左肩に記され
た「Oda & Head Nurse Koike Dental Clinic」
のロゴ
② 院内に飾られている選手たちとの写真。左
上が澤選手と小田先生。右は海堀選手と婦
長

噛
み
合
わ
せ
調
整
で

プ
レ
ー
を
支
え
る

田
中　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

の
Ｗ
杯
優
勝
は
本
当
に
見
事
で

し
た
。
来
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
も
決
ま
り
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
ね
。

小
田　

本
当
で
す
ね
。
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
プ
レ
ー
に

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
な
で

し
こ
人
気
が
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら

ず
、
今
後
も
多
く
の
方
々
に
女

子
サ
ッ
カ
ー
を
応
援
し
て
も
ら

え
れ
ば
私
も
う
れ
し
い
で
す
。

田
中　

先
生
の
歯
科
医
院
で

は
、
な
で
し
こ
を
は
じ
め
、
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
の
噛

み
合
わ
せ
の
調
整
を
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
や
Ｊ
リ
ー
グ
の
ヴ
ィ
ッ
セ

ル
神
戸
、
柔
道
、
Ｋ―

１
の
選

手
ま
で
多
彩
だ
と
か
。

　

小
田　

え
え
。
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
は
自
分
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
少
し
で
も
向
上
さ

せ
る
た
め
、
食
事
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
端
と
し
て
、
私
は
噛
み
合
わ

せ
な
ど
口
腔
ケ
ア
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

田
中　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て

噛
み
合
わ
せ
の
調
整
に
違
い
は

あ
り
ま
す
か
。

　

小
田　

ス
ポ
ー
ツ
の

種
類
や
場
面
ご
と
に
使

用
す
る
筋
肉
に
違
い
が

あ
る
の
で
、
噛
み
合
わ

せ
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
プ
ロ
野
球
選
手
は

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
使
用

し
ま
す
が
、
選
手
に
よ

っ
て
は
打
撃
用
、
守
備

用
、
走
塁
用
と
使
い
分

け
て
い
ま
す
。
瞬
発
力

が
必
要
な
場
面
、
持
久

力
が
必
要
な
場
面
な

ど
、
用
途
ご
と
の
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
を
、
選
手
が

し
っ
く
り
感
じ
る
ま
で

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
作
り
ま
す
。

　

田
中　

サ
ッ
カ
ー
の

場
合
は
ど
う
で
す
か
。

　

小
田　

サ
ッ
カ
ー

は
、
コ
ー
チ
ン
グ
（
選

手
同
士
の
声
の
か
け
あ

い
）
が
あ
る
の
と
、
非

常
に
呼
吸
が
荒
く
な
る

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
マ
ウ
ス
ピ

ー
ス
は
苦
し
く
て
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
微
妙
な
加

減
で
歯
を
削
り
（
こ
す
り
）
な

が
ら
噛
み
合
わ
せ
を
調
整
す
る

ん
で
す
。

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
の

ス
ポ
ン
サ
ー
に

　

田
中　

女
子
サ
ッ
カ
ー
な
で

し
こ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
で
あ
る

「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
」
の
ス
ポ
ン

サ
ー
に
は
、
ど
う
い
っ
た
経
緯

で
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　

小
田　

も
と
も
と
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
独
立
リ
ー
グ
な
ど
に

知
り
合
い
が
い
て
、
い
ろ
い
ろ

協
力
し
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｃ
は
去
年
の
８
月
く
ら
い
に
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
と
頼

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
澤
穂

希
を
は
じ
め
選
手
た
ち
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
患
者
と
し
て
来
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
チ
ー
ム

も
選
手
も
全
然
お
金
が
な
い
ん

で
す
が
、
他
チ
ー
ム
は
働
き
な

が
ら
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
は
サ
ッ

カ
ー
に
専
念
で
き
る
環
境
で

す
。
選
手
た
ち
は
「
給
料
が
少

な
く
て
お
金
は
な
い
け
ど
サ
ッ

カ
ー
だ
け
で
食
べ
て
い
け
る
の

で
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
」
と
。
そ
れ
で
「
わ

か
っ
た
！　

ほ
な
協
力
さ
せ
て

も
ら
う
わ
！
」
と
、
付
き
合
い

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

田
中　

選
手
た
ち
の
実
直
さ

と
サ
ッ
カ
ー
へ
の
一
途
な
思
い

に
動
か
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。

　

小
田　

そ
う
な
ん
で
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
正
式
に
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
「
先
生
い
い
ん
で
す

か
。
試
合
の
様
子
は
い
っ
さ
い

テ
レ
ビ
に
は
映
ら
な
い
ん
で
す

け
ど
」
と
。
ま
ぁ
、
そ
れ
で
も

え
え
よ
と
い
う
こ
と
で
。
実

際
、
開
幕
戦
で
も
テ
レ
ビ
に
映

ら
ず
入
場
者
数
は
３
０
０
人
。

「
う
わ
〜
、
寂
し
い
な
ぁ
」っ

て
思
い
ま
し
た
ね
。

　

田
中　

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
の
左
肩
に
先
生
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
名
前
が
入
っ
て
い
ま

す
が
、
文
字
が
小
さ
す
ぎ
て

「
小
田
歯
科
」っ
て
わ
か
ら
な

く
な
い
で
す
か
。

　

小
田　

露
出
を
目
的
に
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
。
話
の
ネ
タ
に

は
な
り
ま
す
が
、
患
者
は
全
く

増
え
な
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

な
で
し
こ

た
ち
の
素
顔

　

田
中　

先
生
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
は
選
手
た
ち
と
の
写
真
が
た

く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
て
、
す
ご

く
仲
が
良
さ
そ
う
で
す
ね
。

　

小
田　

一
緒
に
食
事
に
行
っ

た
り
、
婦
長
の
誕
生
日
パ
ー
テ

ィ
ー
に
選
手
全
員
が
来
て
く
れ

た
り
、
仲
良
く
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
リ
ー
グ
開
幕
戦
で
大
野
忍

選
手
が
「
先
生
、
私
、
初
ゴ
ー

ル
を
必
ず
と
る
か
ら
。
そ
の
と

き
は
先
生
と
婦
長
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
か
ら
」
と
宣
言
し

て
、
本
当
に
初
ゴ
ー
ル
を
と
っ

た
ん
で
す
。
ス
タ
ン
ド
で
観
戦

し
て
い
た
僕
ら
の
場
所
も
確
認

し
て
い
て
、
合
図
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
れ
に
は
婦
長
も

感
激
し
て
舞
い
上
が
っ
て
ま
し

た
よ
。

　

田
中　

普
段
の
選
手
た
ち

は
、
ど
ん
な
様
子
で
す
か
。

　

小
田　

す
ご
く
礼
儀
正
し

く
、
素
直
な
子
た
ち
で
す
。

皆
、
神
戸
の
下
町
の
狭
く
て
安

い
部
屋
で
、
質
素
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
日
焼
け
し
た
真
っ
黒

な
顔
に
ノ
ー
メ
ー
ク
で
、
で
っ

か
い
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
グ
を
担
い

で
、
ダ
ボ
ダ
ボ
の
ト
レ
ー
ナ
ー

を
着
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
る
ん

で
す
。
で
も
、
ひ
と
た
び
ピ
ッ

チ
に
立
て
ば
す
ご
く
カ
ッ
コ
い

い
ん
で
す
。
魅
力
的
で
す
よ

ね
。
人
間
も
よ
く
で
き
て
い

て
、
純
粋
で
汚
れ
て
い
ま
せ

ん
。
本
当
に
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

な
子
た
ち
な
ん
で
す
。

　

田
中　

陰
で
応
援
し
て
き
た

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
や
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
が
大
ブ
レ
イ
ク
し
て
、
小
田

先
生
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
反

面
、
複
雑
な
心
境
な
の
で
は
。

　

小
田　

確
か
に
遠
く
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
感
も
あ
り
ま
す

が
、
彼
女
ら
は
ま
っ
た
く
天
狗

に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

「
ま
た
治
療
お
い
で
や
〜
」

「
は
〜
い
」
っ
て
い
う
感
じ

で
。
Ｗ
杯
決
勝
戦
の
と
き
、

「
が
ん
ば
れ
よ
」っ
て
メ
ー
ル

し
た
ら
川
澄
奈
穂
美
選
手
か
ら

「
今
、
待
機
中
で
す
。
死
ぬ
気

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
絶
対
勝
ち

ま
す
」
と
普
通
に
返
っ
て
き
た

の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

国
民
栄
誉
賞
受
賞
の
生
放
送
中

に
選
手
た
ち
に
電
話
し
て
み
た

ん
で
す
。
誰
も
出
な
か
っ
た
の

で
、
留
守
電
に
「
受
賞
お
め
で

と
ー
！
」っ
て
入
れ
て
お
い
た

ら
海
堀
あ
ゆ
み
選
手
か
ら
後
で

か
か
っ
て
き
て
、「
46
歳
の
歯

科
医
が
、
し
ょ
う
も
な
い
こ
と

せ
ん
と
い
て
く
だ
さ
い
！
」と
、

た
し
な
め
ら
れ
ま
し
た（
笑
）。

女
子
サ
ッ
カ
ー
の

将
来
展
望
は

　

田
中　

今
季
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
は

リ
ー
グ
全
勝
中
で
好
調
で
す
。

　

小
田　

な
に
せ
今
季
は
代
表

メ
ン
バ
ー
が
７
人
も
い
ま
す
か

ら
ね
、
相
当
強
い
で
す
よ
。

　

田
中　

男
子
の
場
合
は
Ｗ
杯

で
盛
り
上
が
っ
て
帰
っ
て
き
て

も
Ｊ
リ
ー
グ
の
観
客
数
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
女

子
は
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
も
一

気
に
入
場
者
数
が
増
え
ま
し
た

よ
ね
。
観
て
い
る
人
の
層
が
Ｊ

リ
ー
グ
と
違
う
の
か
な
と
い
う

気
が
し
ま
し
た
。

　

小
田　

そ
う
な
ん
で
す
。
家

族
連
れ
や
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
か
が
、
や

っ
ぱ
り
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
観
に

来
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
本

当
に
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
人
っ

て
、
女
子
で
は
な
く
、
男
子
を

観
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
、

観
に
来
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

は
何
で
も
い
い
ん
で
す
。
せ
っ

か
く
神
戸
に
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
の
選
手
が
７
人
も
そ
ろ
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、「
Ｗ
杯
Ｍ

Ｖ
Ｐ
に
な
っ
た
澤
選
手
を
見
た

い
」
と
か
（
笑
）。

　

田
中　

女
子
も
パ
ス
回
し
と

か
華
麗
で
す
け
ど
ね
。

　

小
田　

も
ち
ろ
ん
上
手
さ
は

あ
り
ま
す
が
、
継
続
し
て
会
場

に
足
を
運
ん
で
応
援
し
て
も
ら

う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、

こ
れ
か
ら
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

　

田
中　

先
生
ご
自
身
は
ス
ポ

ー
ツ
は
さ
れ
な
い
ん
で
す
か
。

　

小
田　

学
生
時
代
は
ボ
ク
シ

ン
グ
と
日
本
拳
法
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
一
切
し
て
い
ま

せ
ん
。
田
中
先
生
は
サ
ッ
カ
ー

を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ど
こ
で
す
か
。

　

田
中　

フ
ォ
ワ
ー
ド
で
す
。

あ
ま
り
動
け
ま
せ
ん
が（
笑
）。

　

小
田　

い
い
で
す
ね
ぇ
ー
。

僕
も
急
造
チ
ー
ム
を
作
る
ん

で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
試
合
し
ま
し

ょ
う
よ
。
た
だ
し
僕
は
監
督
役

で
。
申
し
訳
な
い
で
す
が
、
田

中
先
生
を
徹
底
マ
ー
ク
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

田
中　

ど
う
ぞ
お
手
柔
ら
か

に
（
笑
）。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
優
勝
の
陰

に
口
腔
ケ
ア
あ
り―

―

。
出
場
選
手
の
ほ
ぼ
半
数
を
要
す
る
「
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
」
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
噛
み
合
わ
せ
や
歯
の
治

療
を
通
じ
て
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
支
え
て
き
た
小
田
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
西
宮
市
さ
く
ら
夙
川
）
の
小
田
泰
史
先
生
に
、
Ｊ

リ
ー
グ
「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
田
中
孝

明
理
事
（
神
戸
支
部
長
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

小
田
先
生（
左
）と
田
中
先
生（
右
）が
掲
げ
て
い
る
の
は
、Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
と
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

会員インタビュー会員インタビュー 小田泰史先生（西宮市）

女子サッカー なでしこジャパン女子サッカー なでしこジャパン女子サッカー なでしこジャパン女子サッカー なでしこジャパン

勝利“噛みしめる”勝利“噛みしめる”
選手の歯をケア選手の歯をケア

①

②

日　時　2012年２月19日（日）

　　　　15時～

会　場　保険医協会会議室

主　催　保険医協会神戸支部

小田泰史先生ご講演

お申し込み・お問い合わせは
☎078－393－1817　田村まで



●各金融機関の基準金利は次の通り（いずれも変動金利型）です。
　みなと銀行1.475％、但馬銀行1.975％、姫路信用金庫0.900％、
　淡路信用金庫1.675％、日新信用金庫2.125％、尼崎信用金庫2.300％、
　中兵庫信用金庫3.425％
●社保・国保の振込指定が必要です（片方指定の場合は0.2％上積み）。
●この他、子弟教育資金、住宅資金、勤務医生活安定資金があります。
●お問い合わせ・お申し込みは、協会融資部☎078－393－1817田村まで。

－ 会員向け融資制度のご案内 －
開業の資金には
新規開業資金
１億円・15 年返済
基準金利＋ 0.4％

新たな設備投資には
設備資金

１億円・15 年返済
基準金利＋ 0.3％

運転資金の補充には
運転資金

500 万円・５年返済
基準金利と同額

協会の「休業保障制度」にご加入
いただけない方や、上乗せ補償を
ご希望の方へ。

・うつ病等の精神障害、認知症による就業不能も補償
・入院による就業不能は1日目から、自宅療養は５日目から補償　・代診もＯＫ
・再発の場合も含めて通算1000日まで補償　・地震など天災によるケガも補償
・協会「休業保障制度」や医療保険、公的保険の給付に関係なくお支払い

他の医賠責保険にご加入でない先生方へ。
・医療上の事故、医療施設の事故を補償

自在性が魅力 !　急な出費にも１口単位で解約可能／
払込が困難なときは掛金中断、余裕ができたら掛金再開

万一のためのコストは安さが魅力です！

■ 団体保険だから断然安い保険料　　　
■ 最高5000万円の高額保障
■ ライフプランに合わせていつでも
　　増額･減額できます

（団体定期生命保険）
毎月10日締切（翌々月１日発足） 

■ 毎年高配当を継続　
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金
医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

昨年度配当は４２％
過去１７年連続配当！

２０１１年(平成２３年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６６７号（５）

薬科部研究会

　協会審査対策部では、今年度の集団的
個別指導の平均点数と対象件数の一覧
（下表）を近畿厚生局から入手した。平
均点数一覧は、近畿厚生局兵庫事務所の
ホームページでも公開されている。
　診療科別平均点数の1.2倍（病院1.1
倍）以上の医療機関のうち、上位８%に
該当した場合に集団的個別指導の対象と
なる。ただし、前年、前々年に集団的個
別指導や個別指導の対象となった医療機
関、レセプト件数が10件未満は除かれ
る。

　今年の集団的個別指導は、医科・歯科
とも10月以降に神戸、姫路の２会場で実
施され、対象医療機関には３週間前を目
途に通知される。
　保険医協会では従来から、平均点数が
高いことのみを選定理由とし、翌年も高
点数の場合は個別指導の対象とする集団
的個別指導には反対し、廃止を求めてい
る。保険診療に必要な事項の周知は全医
療機関を対象とした集団指導として実施
すべきである。

今年度の「集団的個別指導」選定の
診療科別平均点数と対象件数 血糖変動・低血糖抑え

心血管イベント抑制

感
想
文

日　時　10月16日（日）10時～17時
会　場　協会会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　審査・減点の現状と対策、
保険診療と保険請求の要点、新規開
業に必要な税務対策、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ
６カ月指導対策は万全ですか？

お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1817　まで

新規開業医研究会新規開業医研究会

●医院経営研究会

PCを使わなくてもできる
節税と経営状態把握のための

日　時　10月12日（水）、19日（水）
　　　　各14時30分～17時30分
　　　　【全２回】
会　場　協会会議室
講　師　松田　正廣税理士
参加費　 6000円（全２回一括、医経研

会員は無料）

10月例会

　お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817　田村まで　

初心者のための

保険請求事務講習会（医科）
［神戸会場］協会会議室
　11月５日（土）～６日（日）
［姫路会場］姫路労働会館多目的ホール
　11月26日（土）～27日（日）
〈１日目　神戸・14時30分～17時30分、姫路・
15時～18時〉保険診療とは／窓口業務／薬剤点
数計算、など
〈２日目　10時～15時〉診療報酬請求の実務／
レセプト作成実習（外来分のみ）
定　員　各80人
参加費　 7000円（資料代・２日目昼食代含む）

※修了証発行

　お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1803　まで　

　

薬
科
部
は
９
月
10
日
、
研

究
会
「
糖
尿
病
患
者
の
心
血

管
イ
ベ
ン
ト
を
抑
制
す
る
た

め
に
」
を
開
催
し
、
90
人
が

参
加
し
た
。
佐
賀
大
学
医
学

部
附
属
病
院
循
環
器
内
科
教

授
の
野
出
孝
一
先
生
が
講
師

を
務
め
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

糖尿病患者への対応について講演された

　

一
過
性
の
高
血
糖
は
、
血
管

内
皮
細
胞
を
壊
し
、
不
安
定
プ

ラ
ー
ク
の
形
成
を
介
し
て
心
筋

梗
塞
に
つ
な
が
る
。

　

空
腹
時
血
糖
・HbA1c

が
正

常
で
も
、
隠
れ
Ｄ
Ｍ
・
隠
れ

IGT

が
多
い
の
で
、
食
後
２
時

間
の
血
糖
測
定
が
大
切
で
あ

り
、
こ
の
項
目
を
一
般
的
な
健

康
診
断
に
採
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　

低
血
糖
が
起
こ
る
と
、
血
糖

を
上
げ
よ
う
と
交
感
神
経
が
興

奮
し
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
が
増
加

す
る
こ
と
で
突
然
死
の
リ
ス
ク

が
増
え
る
。
低
血
糖
が
起
き
な

い
範
囲
で
厳
格
に
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

収
縮
期
血
圧

は
６
時
か
ら
９

時
に
か
け
て
高

い
。
脳
出
血
は

19
時
か
ら
21
時

に
多
く
、
喘
息

発
作
は
３
時
か

ら
５
時
に
多

い
。
以
上
の
よ

う
に
様
々
な
病

気
な
ど
に
は
時

間
が
関
係
し
て

い
る
。

　

体
内
時
計
遺

伝
子
は
、
１
日

の
リ
ズ
ム
を
制
御
し
て
い
て
、

寿
命
を
決
め
る
。
全
て
の
細
胞

が
自
律
振
動
時
計
を
持
ち
、
中

枢
に
あ
る
時
計
遺
伝
子
が
全
身

の
時
計
遺
伝
子
を
制
御
す
る
。

　

中
枢
の
時
計
遺
伝
子
は
、
光

に
よ
っ
て
活
性
化
し
、
血
糖
変

動
・
睡
眠
・
ホ
ル
モ
ン
に
影
響

す
る
。
末
梢
の
時
計
遺
伝
子
は

光
に
非
依
存
的
で
食
事
の
影
響

を
受
け
る
。
規
則
正
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
た
。

　

交
代
勤
務
に
従
事
し
て
い
る

人
は
、
が
ん
・
Ｄ
Ｍ
・
Ｈ
Ｔ
に

な
り
や
す
く
、
時
計
遺
伝
子
発

現
パ
タ
ー
ン
が
４
〜
８
時
間
く

ら
い
ず
れ
て
い
る
。
交
代
勤
務

に
従
事
し
て
い
る
人
が
多
く
、

夜
更
か
し
す
る
こ
と
が
多
い
現

代
に
、
が
ん
・
Ｄ
Ｍ
・
Ｈ
Ｔ
が

増
え
て
い
る
の
も
納
得
で
き

る
。

　

心
筋
梗
塞
の
人
は
ほ
と
ん
ど

が
助
か
る
が
、
そ
の
後
、
慢
性

心
不
全
に
な
る
。
慢
性
心
不
全

は
増
え
る
一
方
と
な
っ
て
い

る
。
Ｄ
Ｍ
が
あ
る
と
心
臓
の
肥

大
や
繊
維
化
に
よ
り
拡
張
不
全

が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

慢
性
心
不
全
患
者
の
再
入
院

率
を
下
げ
る
試
み
と
し
て
行
わ

れ
て
い
るhome telemonitoring

に
よ
り
、
再
入
院
率
が
減
少
し

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
保
険
適
用
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
適
用
に
な
り
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ナ
ー
ス
業
務
が

在
宅
で
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

広
が
っ
て
い
き
や
す
い
と
思

う
。
ま
た
、
高
齢
者
医
療
・
へ

き
地
医
療
に
も
役
立
つ
シ
ス
テ

ム
だ
と
思
う
。

【
加
古
川
市
・
薬
剤
師　
　

 

岡
野　
　

薫
】

表　2011年度集団的個別指導対象件数算出表

区　　分 対象保険医
療機関等数

都道府県
平均値（点）
【端数切捨】

基準値（点）
病院1.1（歯科
除く）、その他
1.2【端数切上】

選定（実
施）予定件
数（予備を
除く）

医　

科

病　

院

一般病院 226 46,230 50,853 19
老人病院 14 50,258 55,284 2
精神病院 29 35,070 38,577 1
臨床研修指定病院等 73 54,137 59,551 6

病院計 342 28

診
療
所

内科（人工透析以外） 1,944 1,497 1,797 148
内科（人工透析） 18 10,535 12,642 2
精神・神経科 169 1,389 1,667 5
小児科 276 953 1,144 22
外　科 412 1,602 1,923 33
整形外科 371 1,287 1,545 30
皮膚科 227 657 789 19
泌尿器科 86 1,676 2,012 5
産婦人科 198 1,013 1,216 16
眼　科 367 749 899 30
耳鼻咽喉科 242 940 1,128 12

診療所計 4,310 322
歯科 2,969 1,317 1,581 238
薬局 2,208 1,016 1,220 177

自主記帳講座自主記帳講座



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（６）第１６６７号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１１年(平成２３年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

第第2020回日常診療経験交流会回日常診療経験交流会兵　庫　県
保険医協会

メイン
テーマ
「医療への情熱を未来へつなぐ～国民皆保険50周年を知っていますか」
「被災地の医療を考える」

日 時 10月30日（日）９時50分～17時 会 場 兵庫県農業会館（JR・阪神「元町」駅南へ徒歩７分）

特別分科会  11時～12時30分、11階大ホール

「東日本大震災―被災地の医療を考える」
岩手県陸前高田市　県立高田病院院長　　石木幹人先生
岩手県大鎚町　　　植田医院院長　　　　植田俊郎先生
宮城県亘理町　　　鳥の海歯科医院院長　上原　忍先生

　　　※ 前日29日（土）17時10分～18時50分に、協会会議室にて、
「被災地の医療を考える」懇談会を開催。

医科・歯科・薬科交流企画  14時40分～17時、11階大ホール

「特集　日常診療における睡眠（呼吸）障害への対応
　～眠れない・眠りたい・眠りすぎ」
〈医科〉「睡眠と睡眠関連疾患の最近のトピックス」
　　　　 谷口充孝先生（大阪回生病院睡眠医療センター部長）
〈歯科〉「睡眠時無呼吸症候群（SAS）におけるOA（マウスピース）治療の臨床」
　　　　 井尻博和先生（井尻歯科クリニック院長）
〈薬科〉「不眠とくすり（仮）」
　　　　 長光由紀先生（ウイング調剤薬局・薬剤師）

11階大ホール 10階会議室　105・106号 10階会議室　101・102号 11階会議室　111・112号
9：50 開会セレモニー・挨拶

あなたと私の展示会／ポスター
セッション／医院新聞／情報ネ
ットワーク展／救急フェスタ／
喫茶コーナー

10：00
分科会Ａ 分科会Ｂ 分科会Ｃ

11：00

特別分科会
「東日本大震災－被災地の医療を考える」

12：30 （昼食休憩会場）

13：00
分科会Ａ 分科会Ｂ 心肺蘇生法実技講習会

14：30
14：40

医科・歯科・薬科交流企画 16：30

17：00

報告者 医療機関名等 職種・診療科 テーマ 発表時間

Ａ
分
科
会
・
11
階

1 池内　春樹 小野寺医院 医師・小児科 国民皆保険の歴史と展望 10：00～10：15

2 北井　　明 北井内科クリニック 医師・内科 大震災時のマスコミ報道をどう見るか？
～その「制約と限界」を補完する新しい動きの芽生えを確認しよう！ 10：15～10：30

3 北井　　明 北井内科クリニック 医師・内科 国民皆保険50周年をご存知ですか？
～トーンダウンする「50周年」の遠因。囁かれる「皆」保険の危機 10：30～10：45

4 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 歯科用コーンビームＣＴ画像を用いた下顎智歯根尖と下顎管との位置関係につ
いての検討 10：45～11：00

5 野島多恵子 真星病院 看護師 災害支援看護ボランティア活動を通じて 13：00～13：15

6 井上やよい 真星病院 看護師 環境整備による感染対策
（院内ラウンド時の画像をフィードバックし継続する試み） 13：15～13：30

7 木村　優美 広川内科クリニック 看護師 当院での心房細動をもつ患者への外来看護のとりくみ 13：30～13：45
8 脇野　耕一 良元診療所 医師・内科 胃がんのリスク検診 13：45～14：00

9 加藤　末子 医療法人社団
グループホームはたなか 看護師 グループホームはたなかにおけるターミナルケア 14：00～14：15

10 山本麻里子 だいとう循環器クリニック 看護師 「生きる意味」を失った患者に対するケア 14：15～14：30

Ｂ
分
科
会
・
10
階

1 滝本　桂子 薬局リベルファーマシー 薬剤師 当薬局での睡眠薬使用患者の満足度調査 10：00～10：15
2 森本　　愛 たんぽぽ薬局仁川店 薬剤師 ６年制　実務実習 10：15～10：30
3 森本　　愛 たんぽぽ薬局仁川店 薬剤師 学校薬剤師 10：30～10：45
4 長光　由紀 ウイング調剤薬局 薬剤師 ウイング調剤薬局での睡眠薬の使用状況 10：45～11：00
5 高尾　聡 他 野村医院 送迎担当者 患者さんの送迎 11：00～11：15
6 西原　弘道 西原クリニック 医師・外科 被災地復興支援における医療的アプローチの実際と課題 13：00～13：15
7 高森　信岳 室井整形外科・心療内科 医師・心療内科 有床診療所の新規開設時の問題点と今後の展望 13：15～13：30
8 下山　　均 下山医院 医師・内科 レセプトは　企業にとっては宝の山、医院にとっても宝の山 13：30～13：45
9 下山　　均 下山医院 医師・内科 動画、心音、CT MRI画像の取り込み 13：45～14：00
10 高田　　裕 たかたクリニック 医師・内科 患者満足度の把握に外来アンケートを実施して 14：00～14：15

Ｃ
分
科
会
・
10
階

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師・内科 高血圧症通院者の健康管理の検討
～２年間の診療状況と脈圧・平均血圧について～ 10：00～10：15

2 広川　恵一 広川内科クリニック 医師・内科 “不確定”に棹さす内科外来診療の工夫 10：15～10：30
3 井尻　博和 井尻歯科クリニック 歯科医師 被災地における歯科医療活動について考える－宮城県での支援活動をふまえて 10：30～10：45
4 藤井　佳朗 新神戸歯科 歯科医師 最近の電磁波事情と歯科治療 10：45～11：00

〈タイムテーブル〉

〈分科会プログラム〉10時～14時30分、10階・11階


